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１．はじめに 

 （１）柳井市の特性等 

    柳井市は、山口県の南東部に位置し、東と北は岩国市、西は田布施町及び

平生町、南は室津半島の半ばで上関町に接し、瀬戸内海に面しています。 

気温は、瀬戸内海型気候区に属し、冬も温暖で比較的雨の少ない過しやす

い気候で、年平均気温は、沿岸部で 15℃から 16℃、標高 500ｍの山々の北部

に位置する山間部では 14℃から 15℃とやや低くなっています。また、年間降

雨量は、1,600mm から 1,700mm 程度です。 

人口は、平成 29 年 3 月末現在 32,692 人、世帯数は 15,782 世帯で、近年減

少傾向にあります。 

産業別就業人口比率は、第 1 次産業が 6.9％、第 2 次産業が 21.8％、第 3

次産業が 71.2％と、第 3 次産業の比率が高くなっています。（平成 27 年国勢

調査） 

面積は、140.05ｋ㎡、土地利用は、山林が 56.4％と最も多く、次いで農用

地 23.7％、宅地 6.7％の順となっています。 

汚水処理人口普及率は、平成 28 年度末 75.8％となっています。整備手法

別では公共下水道 30.1％、農業集落排水処理施設 13.7％、浄化槽 32.0％と

なっています。（平成 29 年 3 月末現在） 

    河川の状況は、主な河川は柳井川、土穂石川及び由宇川の支流があり、ど

の河川も流域面積が小さく水量も少ないものです。公共下水道、農業集落排

水、浄化槽の普及により、水質測定の経年変化をみると改善傾向にあります。    

しかし、未整備地域では、生活排水が河川に流入しており、引き続き排水処

理施設等の整備を推進していく必要があります。 

 

（２）基本計画策定の趣旨 

柳井市一般廃棄物（生活排水）処理基本計画は、柳井市が長期的・総合的

視点に立って、計画的に生活排水処理対策を行うため、計画目標年次におけ

る計画処理区域内の生活排水を、どのような方法で、どの程度処理していく

かを定めるとともに、生活排水を行う過程で発生する汚泥の処理方法等の生

活排水処理に係る基本方針を定めるものです。 
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２．基本方針 

（１）生活排水処理に係る理念、目標 

本市では公共下水道、農業集落排水処理施設、合併浄化槽などの処理施設

の整備により生活排水の処理が進められています。現在、これまでの整備に

より水質に改善効果がでてきているものの、未整備地域では生活排水が河川

に流入している現状があり、一部の河川では環境基準を達成できていないと

ころもあります。そのため、引き続き汚水処理施設等の整備促進が重要な施

策となっています。 

以上の事項を踏まえ、生活排水処理に係る理念・目標を次のように定めま

す。市民に対して生活排水対策の必要性等について啓発を行うとともに、生

活排水処理の目標として、水質の改善を図ることに加え、市民が水辺に親し

むことができ、生物が住みやすい、澄んだ川が蘇ることを目標とします。 

 

（２）生活排水処理施設整備の基本方針 

生活排水の処理は、し尿と生活雑排水を同時に処理することが基本です。

生活排水処理施設は、公共下水道、農業集落排水処理施設、合併浄化槽があ

り、それぞれ特徴を活かした整備が必要となってきます。整備コストの比較

や地域特性の検討を行い、本市の特性にあった施設整備を計画的に推進して

いくこととします。 

 

①  公共下水道、農業集落排水処理施設、合併浄化槽の効率的な整備を行い

ます。 

②下水道整備区域内においては、全ての家庭・事業所が下水道へ接続する

よう啓発・指導を行います。 

③農業集落排水処理計画区域内においては、農業集落排水処理施設への接

続をするよう啓発・指導を行います。 

④その他区域においては、合併浄化槽の設置、また、みなし浄化槽（単独

浄化槽）から合併浄化槽への転換の啓発・指導を行います。 

⑤排出されたし尿及び浄化槽汚泥を適正に処理します。 

 

３．目標年次 

この生活排水処理基本計画における目標年度は、平成 37 年度とします。 

なお、おおむね 5 年ごとに、又は諸条件に大きな変動があった場合においては

見直しを行うものとします。 



3 

 

４．生活排水の排水状況 

生活排水の排出及び処理状況は、次表のとおりです。 

人口の減少傾向に伴い、公共下水道、農業集落排水処理施設、合併浄化槽とも

に、処理人口は増加傾向から横ばい状態に変わりつつあります。しかし、計画的

な汚水処理施設整備が進み、みなし浄化槽（単独浄化槽）処理人口や非水洗化人

口は減少しています。 

  生活排水処理率（生活排水処理人口÷行政区域内人口）は、平成 24 年度の 67.7％

から徐々に増加していき平成 28 年度には 73.6％となっています。 

 

表 処理形態別人口の推移                   （単位：人） 

  
24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

1.計画処理区域内人口 34,522 34,055 33,617 33,191 32,692 

  

2.水洗化・生活雑排水処理人口 23,360 23,714 24,347 24,258 24,063 

  

(1)コミュニティ・プラント 0 0 0 0 0 

(2)合併浄化槽 10,702 10,987 11,465 11,441 11,374 

(3)公共下水道 8,840 8,939 9,099 9,075 8,974 

(4)農業集落排水施設 3,818 3,788 3,783 3,742 3,715 

3.水洗化・生活雑排水未処理人口 

   （単独浄化槽） 
4,764 4,689 4,553 4,410 4,246 

4.非水洗化人口 6,398 5,652 4,717 4,523 4,383 

5.計画処理区域外人口 0 0 0 0 0 
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５．生活排水の処理主体 

生活排水処理の区分ごとの主体は次表のとおりです。 

 

表 生活排水の処理主体 

処理施設の種類 対象となる生活排水の種類 処理主体 

公共下水道 し尿及び生活雑排水 柳井市 

農業集落排水処理施設 し尿及び生活雑排水 柳井市 

合併浄化槽 し尿及び生活雑排水 個人等 

単独浄化槽 し尿 個人等 

し尿処理施設 し尿及び浄化槽汚泥 周東環境衛生組合 

 

 

６．生活排水処理基本計画 

（１）生活排水の処理計画 

①処理の目標 

本市の汚水処理施設整備は、公共下水道、農業集落排水処理施設、合併浄

化槽で処理しており、平成 28 年度末の生活排水処理率は 73.6％となってい

ます。「２．基本方針」に掲げた理念、目標を達成するため、平成 37 年度に

は 85.0％の生活排水を処理することとします。 

 

表 生活排水の処理の目標              （単位：％） 

 
現  在 

（平成 28 年度） 

目標年度 

（平成 37 年度） 

生活排水処理率 73.6 85.0 

 

②生活排水を処理する区域及び人口 

生活排水を処理する区域及び人口については、次表に示しています。公共

下水道の普及により、単独浄化槽人口及びし尿収集人口が減少する見込みで

す。 
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表 人口内訳                    （単位：人） 

 
現  在 

（平成 28 年度） 

目標年度 

（平成 37 年度） 

1.行政区域内人口 32,692 29,522 

2.計画処理区域内人口 32,692 29,522 

3.水洗化・生活雑排水処理人口 24,063 25,111 

   

 

表 生活排水の処理形態内訳             （単位：人） 

 現  在 

（平成 28 年度） 

目標年度 

（平成 37 年度） 

1.計画処理区域内人口 32,692 29,522 

 

2.水洗化・生活雑排水処理人口 24,063 25,111 

 

(1)コミュニティ・プラント 0 0 

(2)合併浄化槽 11,374 12,584 

(3)公共下水道 8,974 8,930 

(4)農業集落排水施設 3,715 3,597 

3.水洗化・生活雑排水未処理人口 4,246 2,068 

4.非水洗化人口 4,383 2,343 

5.計画処理区域外人口 0 0 

 

 

③生活排水処理施設整備計画 

生活排水処理施設整備計画の概要は、次表に示すとおりです。 

整備コストの比較や地域特性を十分検討した上で、各地域の実情に沿った

処理方式を計画的に整備していきます。 

公共下水道の継続整備のほか、下水道整備区域及び農業集落排水処理計画

区域内の未接続世帯への接続促進、合併浄化槽についても継続整備を行って

いきます。 
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表 施設別整備計画 

 
計画処理区域 

計画処理 

人  口 
整備着手年度 整備状況 

公共下水道 

柳井地区 15,710 昭和 61 年度～ 整備中 

新庄地区 1,990 平成 4 年度～ 整備中 

農業集落排水 

処理施設 

余田北地区 1,290 平成 4 年度～ 整備完了 

余田中央地区 1,040 平成元年度～ 整備完了 

神代地区 990 平成 3 年度～ 整備完了 

大畠地区 3,200 平成 4 年度～ 整備完了 

遠崎地区 1,010 平成 12 年度～ 整備完了 

合併浄化槽 
下水道・農業集落排水 

処理区域を除く全域 
― ― ― 

    

 

（２）し尿及び浄化槽汚泥の処理計画 

①し尿及び浄化槽汚泥の処理量の見込み 

柳井市のし尿の収集運搬及び浄化槽汚泥の収集運搬については、許可業者

3 社がそれぞれ周東環境衛生組合（2 市 3 町の一部事務組合）のし尿処理施設

（衛生センター）へ搬入しています。将来のそれぞれの汚泥処理量の見込み

は次表のとおり予測しています。 

 

   表 し尿及び浄化槽汚泥処理量の予測 

 現  在 

（平成 28 年度） 

目標年度 

（平成 37 年度） 

し尿くみ取り 
15.8kℓ ／日 6.6kℓ ／日 

5,778kℓ ／年 2,401kℓ ／年 

浄 化 槽 汚 泥 
38.5kℓ ／日 37.4kℓ ／日 

14,057kℓ ／年 13,655kℓ ／年 

合    計 
54.3kℓ ／日 44.0kℓ ／日 

19,835kℓ ／年 16,056kℓ ／年 
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②し尿及び浄化槽汚泥排出抑制方策 

生活雑排水を河川や水路に排出しない水環境を目指して、公共下水道の継

続的な整備を進め早期水洗化に努めます。結果としてし尿くみ取りや浄化槽

汚泥の処理量の減少を目指します。 

 

③し尿及び浄化槽汚泥収集・運搬計画 

市内から発生するし尿及び浄化槽汚泥の収集・運搬については、現行どお

り許可業者が実施するものとし、効率的で適正な収集・運搬体制を目指しま

す。 

 

④し尿及び浄化槽汚泥の中間処理・最終処分計画 

市内から収集されるし尿及び浄化槽汚泥は、周東環境衛生組合衛生センタ

ーにて効率的に処理します。処理後に生じる脱水汚泥については肥料化し、

し渣については焼却処理する現行の処理システムを継続して行います。 

 

７．その他 

（１）市民に対する広報・啓発活動 

公共用水域の水質汚濁防止を図り、側溝や水路などの身近な水環境のみな

らず、河川や海などを含めた地域全般の水環境に対する市民意識の向上や関

心を高めるため、定期的に広報・啓発を行います。 

・広報紙や市ホームページへの掲載 

・公共下水道や農業集落排水整備地区において接続の促進 

・単独処理浄化槽や汲取り便槽から合併処理浄化槽への転換の促進 

・浄化槽の維持管理（保守点検・清掃・法定検査）の周知徹底 

 

 （２）地域に関する諸計画との関係 

本計画の推進に当たっては、柳井市総合計画、柳井市都市計画マスタープ

ラン及び柳井市汚水処理施設整備構想などの諸計画と整合を図りながら進め

ていきます。 


